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SrFeU3-.s ( oは小数で不定比を表わす)の 6を制御するために 3価のY、La、In、BiをSrに置換
した固溶体を焼成して試料とした。これを大気中ならびに減圧下で処理して種々の酸素欠陥量のもの
を調製したわ他方、混合原子価である 3価と 4価の鉄の割合を化学分析により確めるとともに、精密
な密度測定、格子定数測定を行って酸素欠陥量の定量を行うことに成功した。
格子欠陥の本質を知るためにメスパウワ効果を利用し、そのスペクトルの帰属を経験則に従って行
って 3価の鉄が欠陥の周囲で比較的対称のよい 5配位であることを推論し、赤外スペクトルとの対応
をも見出した。
さらに、カルシウムあるいはチタン固溶系についても研究してこれらの結果を総合して酸素欠陥を
含む系の結晶化学を論じた。これについで、酸素欠陥を含む結晶の焼結反応性を欠陥の立場から定量
的に解析し、構造と反応性との関係を明らかにする端緒をつくった。
以上、山村君の論文は混合原子価、酸素欠陥を含む物質をストロンチウムフェライトを例にとり、
これまで化学の分野ではほとんど子をつけられていなかった領域に開拓の一歩をふみこんだ研究の成
果ということができる。よって本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
- 46 -
